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〈昭和31年10月 31 目撃審3 塁審襲撃緩物語豊富rr)

会いま主主る鰯iこ合う

「
野
暮
な
説
教
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
が
一

ヘ
少
年
少
女
の
家
出
注
意
J

/
一
一
一
月
か
ら
五
月
ま
で
」

渋

努露呈返還饗饗 和
zl 三 藤訴さ濠畿滋 E自

宣言 Z 鰭jJ Z 
，IT~ 

5暗号事世話事
升 否 E 部長谷 E 一元 ~ì諸活

乎塚f雲潟金庫は、昭和 7~年創立以来地元の繁栄のために御奉仕

重量してお静ます。

事基にさ当金絡を事務初鴻下さい。
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市
長
関
下
郎
ち
健
か
に
数
年
に
し
て
殆
ん
ど
旧
る
状
態
で
、
ζ
の
福
祉
事
業
の
年
々

問
問
下
の
名
声
赫
々
観
を
一
新
せ
る
点
は
全
市
民
の
認
む
の
増
加

U
つ
つ
あ
る
よ
り
し
て
も
、

た
る
は
今
更
費
言
る
処
、
正
に
待
望
の
大
平
塚
市
の
名
本
市
内
に
も
一
一
制
も
皐
〈
設
置
せ
ら

を
侠
っ
迄
も
な
く
に
背
か
ぬ
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
る
、

A

こ
と
を
希
望
し
て
や
ま
な
い
次

文
壇
出
身
の
市
長
然
る
に
此
の
交
ル
拾
を
誇
る
一
大
都
市
第
で
あ
白
ま
す
。

と
し
て
更
に
一
段
に
し
て
禾
だ
養
老
院
の
施
設
を
観
さ
そ
の
建
設
に
要
す
る
敷
地
の
如
き
も

の
碍
彩
を
放
ち
、
雪
辱
そ
の
市
民
と
る
の
は
い
世
に
も
按
念
至
極
で
あ

D

市
有
地
に
も
通
当
の
と
ζ
ろ
あ
る
べ

し
て
一
等
し
く
欣
仰
く
、
或
は
問
問
、
同
国

葉
し
猪
か
ざ
る
養
老
院
の
建
設
を
有
地
の
襲
警

処
で
あb
ま
す
。
げ
も
必
ず
し
も
ネ

荷
下
が
一
度
市
長
に
当
選
し
本
市
の
ま
ず
。
勿
論
之
は
市
財
政
の
品
盟
国
出
に
可
能
で
は
あ
る
ま
い
と
信
じ
ま
す
。

発
展
に
、
臓
器
血
に
、
経
営
に
不
一
眠
不
も
由
る

ζ
と
な
ら
ん
も
其
の
半
額
を
婆
は
速
か
に
市
議
金
議
員
乃
丞
有
志

休
の
努
力
せ
ら
る
〉
点
廊
泊
に
感
政
府
の
補
助
に
仰
ぎ
南
町
べ
し
と
せ
ば
各
伎
の
協
賛
を
。
市
長
雨

τ
が
越
譲

謝
に
堪
え
ざ
る
次
圏
円
で
あ
り
ま
す
。
必
ず
し
も
不
可
能
の
事
業
と
は
思
わ
を
傾
倒
し
以
っ
て
奨
の
実
説
を
期
し

特
ぶ
文
化
の
向
上
に
教
脊
の
刷
新
に
れ
ま
せ
ん
。
今

ζ
れ
老
府
県
の
実
状
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ

b

ま

産
業
の
開
発
に
至
れ
り
つ
く
せ

P

の
に
観
て
も
市
、
都
に
は
必
ず
一
個
所

7
0

感
を
深
う
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
乃
筆
致
爾
粛
に
建
設
さ
れ
あ
る
を
綴

出
r
a
t
-
-

山
田a
m右
足
一
躍
w
z
m
z
a
昌
w
a
-
E

品
目
ヨ
m
z
r
m
一
一

{ 

由

旬

、目

立

、悶

戸

陵土6}j下旬、海・怨土7月

下旬

待滋俸給約自， 200，号、衣食支給

f壬蹄陸士2年、海.~土は3年間

iff，陸軍志願用紙及び詳細は市総務

課へ

採馬 2 等陸、海、空τt

資格 18才以上~25才未満@中

卒以上の学力をもっ者

皇室付 3}j 1 日 ~4月 15 日まで

叡験 4月 25 日 ~5月 11 日の関
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号
一

1
2
の
望
号
事
人
経
し
て
い
く
慶
長
室
在
、
;
》

い
い
一
筆
書
露
出
試
金
」
の
第
一
票
、
一

B
経
草
原
動
力
に
耕
う
ん
機
を
お
一

t
a
j
t

古

E
J

う
に
宅

費
去
る
二
月
十
昼
間
台
公
開
堂
に
開
催
←
量
動
力
寄
っ
ん
機
の
工
ン
ジ
否
。
こ
れ
に
伴
っ
て
良
草
壁
嘉

チ
さ
れ
、
動
議
回
刀
詞
問
問
農
家
と
し
て
す
ぐ
一
ン
に
、
建
ー
を
乳
牛
に
、
牛
十
一
室
一
が
す
〉
み
、
化
学
一
器
に
よ
る
耕
土
の

一
れ
た
研
究
と
体
験
を
つ
ん
だ
一
一
名
炉
一
ト
レ
ー
ラ
ー
に
切
換
え
る
一
酸
性
化
を
く
い
と
め
、
機
械
力
に
よ
る

一
貫
警
築
設
を
お
こ
な
い
ま
し
社
。
一

4
乳
牛
者
入
れ
るζ
と
に
よ
っ
て
、
一
聾
ザ
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
県
農
訟
鵠
援
部
長
神
戸
技
師
の
審
査
に
一
よ
り
同
質
の
堆
胞
を
生
産
す
る
。
一
(
ハ
)
稲
作
、
表
作
と
も
に
反
当
労
動

一
よ
づ
て
、
最
節
機
械
化
問
究
窃
綴
醐

5

康
問
併
力
を
節
減
す
る
。
一
日
数
を
ニ

i
一
一
一
割
ち
か
く
へ
ら
す
こ
と

間
一
生
の
鈴
木
努
事
(
幻
)
が
購
鑑

霊
安
全
の
出
場
躍
を
獲
得
し
腎
墨
江
廿
出

F
J
7
A訟
句
評
阜
、
ノ

繭
…
ま
し
た
。
鈴
木
霊
童
し
関
脇
銃
口
口
一
撃
雄
一
輪
麟
矯
環
干

4明
、
歌
ム

漉
一
党
ク
小
型
か
う
ん
機
唱
入
後
椅
ゆ

一
宮
の
経
営
の
合
警
は
つ
い
て
鱗
麟
多
角
経
営
と
骨
観
報
酬
出

〈
一
，O
の
あ
ら
ま
し
は
世
織
協
議

{
Dで
し
事
光
ι
α

噛
滞
噛
趨
醐
の
五
南
項
明
呂
豆
骨
を

ιあ
げ
て
町
研
挺
附
深
師
安
九
し
て
き
た
が
一
が
で
吉
た
。
(
別
→
表
永
ご
#
参
詑
臨
府
巴
即
と

)
F

一
品
き
片
己
』
つ
か
け
畏
害
出
居
は
欝
献
髄
醐
綴
震
果
号
と
し
主
て
次
皆
の
こ

E
と
を
葬
知
る
芝

ζ
と
品
示
一
士
(
一
ニ
一
)

一
完
企
傘

L汁
芯
妥
抽
虫
ニ
一
芸
主
作
回
で
多
角
祭
出
邪
刺
彊
富
富
-
で
吉
た
。
一
!
ク
を
崩
す
ま
で
に
は
盗
つ
て
な
い
一
一
坤
明

白
;
一
二
:

一
回
が
で
苦
手
。
特
に
春
款
の
農
蓄
に
一
震
と
め
(
イ
)
崎
市
フ
ん
建
問
符
一
が
)
秩
の
量
日
数
を
へ
ら
せ
党
し
、
一
一
川
山

一
は
収
穫
、
果
菜
類
管
理
、
作
付
け
弁
多
一

1
9
a
g
F

一
非
般
的
に
重
労
慨
が
註
く
な
っ
て
作
業
一
一
知
仰

と
忙
を
雲
、
要
し
た
雲
号
事
一
議
機
鱗
襲
撃
一
撃
を
弱
め
る
乙
と
が
で
き
た
。
二
伽

浩
一
民
主
主
け
れ
ば
と
き
一
十
一
一
韓
轟
(
一
一

5
2

が
合
苦
手
五

一
年
農
協
を
通
じ
小
説
繭
力
替
え
宇
一
畿
韓
夢
弘
、
者
一
み
、
農
業
所
得
、
誌
報
酬
主
主
一
一
蜘

つ

7
l
eテ
イ
ラ
ー
を
購
入
し
た
。
一
議
襲
撃
仁
木
一
議
量
生
ん
だ
よ
別
警
一
言
)
ニ

f

e

一
ね
ら
い
動
力
恕
問
に
よ
る
経
営
由
一
議
離
鱒
鱗
畿
藤
毅
鈴
一
反
省
と
し
て
同
せ
い
あ
げ
ら
れ
る
こ

一
改
善
の
自
警
し
て
一
謀
議
緩
警
一
問
題
は
、
重
量
は
解
消
し
た
が
、
数
一
一
一
盟

主

1
基
の
蓄
を
下
げ
る
一
聞
の
約
六
割
暴
力
量
子
。
一
働
時
随
喜
し
て
来
た
こ
と
。
使
用
一
軒

γ
i

2
語
数
力
事
農
競
蓄
γ章
一
使
用
語
喜
一
七
時
e

う
ち
動
力
に
一
蓄
が
ふ
え
る
に
従
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
代
一
動
畜
力
耕
う
ん

機
の
妙
技
競
う

金
回
出
耕
地
で
競
技
大
会

v‘ 

史
践
と
名
勝
豊
吉
ぐ
る
ハ
勾
)

海
部
ガ
百
応
ム
ロ
略
戦
説
明
W

同
Z
Z
噌

附

1

転
籍
分
籍
等
の
鼠
出
は
説
本
籍
地
内

1
1

醐
前
二
号
で
お
し
ら
せ
し
た
よ
う
出
村
長
に
届
け
出
る
。

叫
に
四
月
一
日
か
ら
い
よ
い
よ
由
法
二
、
出
袋
、
総
郷
、
養
手
縁
組
等

一
一
一
戸
籍
の
改
裂
が
始
ま

P
ま
す
か
、
の
届
出
に
よ
り
新
戸
籍
が
綴
裂

附
今
次
の
改
製
は
法
務
省
帝
の
想
定
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の

叫
に
も
と
づ
い
て
市
町
村
需
職
権
者
の
従
前
の
蓄
と
呈
の
場

制
支
打
う
も
の
で
す
か
ら
改
製
が
金
一
所
を
新
本
籍
と
定
め
る
。

酬
凶
的
に
完
了
す
る
ま
で
は
戸
籍
の
一
一
一
、
戸
籍
漏
出
、
そ
の
他
の
事
自

主
章
容
に
不
備
の
生
子
る
お
に
よ
品
書
籍
の
襲
霊

山
そ
れ
が
あ
D
ま
す
の
で
、
改
襲
事
使
用
す
る
揚
合
に
は
、
な
る
べ

蜘
務
の
間
開
始
後
、
芦
籍
の
届
出
を
し
く
最
近
〈
少
く
と
も
ニ
ケ
河
内
川

町
長
っ
と
す
る
場
合
、
交
は
芦
鰭
の
内
)
の
も
の
を
求
め
る
よ
う
に

叫
暦
悩
を
す
る
た
め
に
用
い
る
戸
錯
す
る
。

山
積
抄
本
の
交
付
誇
京
を
す
る
場
合
以
土
ぜ
前
後
日
一
一
切
に
わ
党
っ
た

判
に
は
、
左
の
点
に

E
Z思
し
て
下
さ
旧
法
戸
籍
の
改
裂
に
つ
い
て
の
お

w
い
。
し
ら
せ
を
一
応
終
白
ま
す
が
、
機

い
て
事
件
発
生
地
で
し
な
け
れ
ば
金
あ
る

C
と
に
必
委
な
事
項
老
説

帥
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
出
議
期
す
る
予
定
で
す
か
ら
、
改
製
の

山
鼠
及
川
銭
亡
霊
警
ほ
か
、
警
を
よ
く
諜
解
さ
れ
、
改
築
事

叩
そ
の
他
の
届
出
、
特
に
出
国
外
転
務
が
円
滑
に
進
む
よ
う
協
力
を
お

山
籍
交
は
管
外
門
付
籍
の
届
出
は
、
晴
腕
い
し
ま
す

川
な
る
べ
く
現
在
の
本
籍
地
の
市

N
h屯
起
w
a
a
E
E
a

(
了
)

喜善号
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(P4) 

文
ム
U
一
一
野
町
会
総
務
部
労
会
伸
介

脚
立
察
罰
金
は
闘
語
障
問
小
の
北
か
ら
滋
砕
に
議
る
勉
域
に
同
日

制
あ
たE
主
義
援
軍
部
キ
露
襲
で
、
と
く
附

閣
に
万
金
氏
は
ζ
乙
の
機
関
紙
の
綴
袋
者
で
す
。
出

(12) 

品
市

a
n嘘

w
g
脚

第
一一ζ

ろ
、
死
亡
し
た
り
字
供
が
比
一
れ
た
位

一
す
る
と
市
役
所
が
す
ぐ
頭
に
浮
ん
で
く
←

る
が
、
平
常

は
一
寸
言
葉
、
み

に
部
品
事
が

t
y

少
な
い
。
そ
探

れ
だ
草
濠

}
j

襲
襲
じ

が
濠
援
な
い
治

と
脅
え
る
向
ま

M
1い警
り

立
野
町
金
で
に

は
蚊
と
ハ
エ
罷

の
閣
総
選
仏
い
い

致
、
下
水
の
弘
3
v

問
題
、
火
葬
今
t

揚
の
移
転
、
門
門
同

平塚新後片山本店島幸

電話 340懇

総人 cl 103， 325人

投穣数 21, 692 

人口密度 1， 520人

蕊穣 67. 97km2 

管内別人口
本庁 66， 419人

大野 14, 755 

旭 4， 050

神田 3， 8住2

城島 2, 078 

金Ell 1, 941 

土沢 3 , 905 

向精 1, 700 

金百 4, 585 

3Fll B L らベ

工場震 706-133 皐


